
近接する都市整備に伴う相互波及・効果を踏まえた経済効果の検証に関する調査研究 

神奈川県藤沢市 

調査研究報告書 概要 

 

 

神奈川県藤沢市の中心部として位置づけられている藤沢駅周辺地区は、施設の老朽化や活気の低下とい

った問題に対して、駅周辺の公共施設再整備による民間施設の機能更新の促進、それによる地区の再活性

化を目指している。一方、村岡新駅周辺地区については、藤沢駅と大船駅の中間に、JR東海道本線の新駅

の設置を計画しており、新たな都市拠点の形成や鎌倉市深沢地区と一体になった広域拠点の形成を目指し

ている。 

 本調査研究では、都市整備による経済効果として、都市規模、誘導すべき機能、役割が異なる拠点であ

る、藤沢駅周辺地区と村岡新駅周辺地区をとりあげ、その整備が藤沢市全体に与える効果を検証した。は

じめに、藤沢駅周辺地区及び村岡新駅周辺地区における産業集積状況等を整理した。その上で、鎌倉市湘

南深沢駅周辺地区開発を前提条件とする両地区の都市整備による経済効果について、ハフモデルを用いた

商業面における影響や、産業連関表を用いた機能立地の影響を検討した。また、村岡新駅周辺地区につい

ては、ヘドニック法により、地価に着目した都市整備による総合的な効果を算定した。 

 これらの調査結果から、藤沢駅周辺の商業への影響、藤沢市産業振興への影響、村岡新駅周辺地区の資

産価値上昇効果、両地区の相互効果を評価し、藤沢駅周辺地区と村岡新駅周辺地区にとって望ましい開発

パターンを提示した。さらに、これを踏まえて、両地区の機能連携、役割分担に着目したまちづくりの方

策や、都市整備による藤沢市全体への波及効果を高めるための取組を検討することで、藤沢市の今後の可

能性を示した。 

 

調査研究の流れ 

 

 

 

 

 

想定開発パターンの評価 

 

 

両地区の各機能の連携と役割分担のイメージ 
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◼藤沢駅周辺及び村岡新駅周辺の都市整備による経済効果の検証

◼藤沢駅・村岡新駅周辺の都市整備による相互の影響及び効果の検証

◼両地区のまちづくりの方向性の検討

◼都市整備及び機能誘導等における経済効果を最大化するための取組の検討

§１．調査研究項目

本業務は、統計分析及びアンケート調査によって下記の項目を検討する。

1-2．藤沢駅周辺の都市整備
による経済効果の検証

1-3．村岡新駅設置と周辺地

区の都市整備による経
済効果の検証

2. 両地区のまちづくり方策の検討

3. 藤沢市全体への波及効果を高めるための取組の検討

1-1．検討対象地区の機能集積の特徴等の前提条件の整理 【調査研究方法】

⚫ 効果試算の前提条件となる立地機能、

既存計画等の情報整理

➢ JR沿線の立地機能分析

➢ 藤沢駅、村岡駅周辺における

都市整備内容

⚫ 産業連関表等による機能立地の影響

の検討

⚫ ハフモデルによる都市整備による商業

集客力、立地規模への影響の検討

⚫ 地価による総合的な効果の把握

⚫ 都市整備及び機能誘導等における経

済効果を最大化するための取組の検

討

1. 都市整備における経済効果の算出

1-4．両地区の都市整備によ
る相互効果の検証


